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１．平成26年10月期第２四半期の連結業績（平成25年11月１日～平成26年４月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)
 

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年10月期第２四半期 4,726 0.5 227 9.6 229 13.6 180 2.4
25年10月期第２四半期 4,701 △4.7 207 26.6 201 △20.5 175 △36.9

 

(注) 包括利益 26年10月期第２四半期 166百万円 ( △26.9％) 25年10月期第２四半期 227百万円 ( △30.1％)
 

 
１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益

  円 銭 円 銭

26年10月期第２四半期 34 59 ―     
25年10月期第２四半期 33 78 ―     

 

（２）連結財政状態  
 

  総資産 純資産 自己資本比率

  百万円 百万円 ％

26年10月期第２四半期 3,512 1,457 41.4
25年10月期 3,376 1,289 38.2

 

(参考) 自己資本 26年10月期第２四半期 1,454百万円 25年10月期 1,288百万円
 

２．配当の状況

 
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年10月期 0 .00 0 .00 0 .00 0 .00 0 .00

26年10月期 0 .00 0 .00            

26年10月期(予想)     ― ― ― 
 

３．平成26年10月期の連結業績予想（平成25年11月１日～平成26年10月31日）
  (％表示は、対前期増減率)

 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,200 4.8 270 18.7 270 18.0 200 21.8 38 42
 



  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しており

ます。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありませ

ん。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条

件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）４ページ

「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

・当社は、平成26年６月13日に機関投資家及びアナリスト向けの決算説明会を開催する予定です。その模

様及び説明内容（音声）については、当日使用する決算説明資料とともに、開催後速やかに当社ホーム

ページに掲載する予定です。 

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

      (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 

： 

：

 

無

無
 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②  ①以外の会計方針の変更 ： 無

③  会計上の見積りの変更 ： 無

④  修正再表示 ： 無
 

（４）発行済株式数（普通株式）

①  期末発行済株式数（自己株式を含む) 26年10月期２Ｑ 5,752,200株 25年10月期 5,752,200株

②  期末自己株式数 26年10月期２Ｑ 546,000株 25年10月期 546,000株

③  期中平均株式数（四半期累計） 26年10月期２Ｑ 5,206,200株 25年10月期２Ｑ 5,206,200株
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第２四半期連結累計期間（平成25年11月１日から平成26年４月30日）におけるわが国経済は、安倍

政権の経済政策への期待感や円高の解消、輸出産業を中心とした業績回復も見られ、景気は引き続き回

復傾向にあります。その一方で、平成26年４月１日からの消費税増税の実施による反動も予想され、企

業を取り巻く環境は依然として不透明な状況が続いております。 

国内の雇用環境につきましては、厚生労働省発表の有効求人倍率は、平成26年３月で1.07倍、総務省

発表の労働力調査によると、完全失業率は平成26年３月で3.6％と、各数値とも改善傾向にはあります

が、依然として大企業を中心とした人員削減の影響もあり雇用環境は楽観視できない状況にあります。

このような環境の中で、当社グループは、ＩＴを軸とした12万5,000人の登録エージェントによるＢ

ＰＯ事業の更なるサービスの品質・効率の向上、強化に取り組んでまいりました。 

当社グループはＢＰＯ事業のみの単一セグメントとなっておりますが、事業の詳細については以下の

とおりであります。 

通信キャリアの新規顧客開拓や家電量販店での営業・販売支援サービスにおいては、海外ＰＣメーカ

ーの店頭販売支援サービスは底堅く推移、家電量販店を中心とした販売支援業務においても消費税増税

前の駆け込み需要もあり、比較的堅調に推移致しました。 

ＩＴに特化した導入・設置・交換支援サービスにおいては、Ｗｉｎｄｏｗｓ ＸＰのサポート終了に

伴う移行案件が当初見込みを上回り堅調に推移致しました。また、スマートフォン・タブレット端末向

けのキッティング業務や携帯電話・スマートデバイス無線通信の基地局案件についても、受注競争は厳

しいものの、引き続き堅調に推移致しました。 

主にＩＴ周辺機器やインターネット接続に関わるヘルプデスクを提供する運用支援サービス（コール

センターの運営等）においては、依然として競争は厳しいものの、ＩＴ周辺のヘルプデスクのニーズは

底堅く、安定的に推移いたしました。 

平成25年６月に本格稼働致しました福岡コンタクトセンターについては、受注、引合とも増加してお

り、稼働席数は順調に増加しております。 

  

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は47億26百万円(前第２四半期連結累計期間比0.5％

増）、営業利益は２億27百万円（前第２四半期連結累計期間比9.6％増）、経常利益は２億29百万円(前

第２四半期連結累計期間比13.6％増）、四半期純利益は１億80百万円（前第２四半期連結累計期間比

2.4％増）となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明
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①資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

流動資産は、前連結会計年度末に比べて、１億81百万円増加（6.6％増）し、29億７百万円とな

りました。これは、主として売掛金が２億13百万円増加した一方で、現金及び預金が67百万円減少

したこと等によります。 

固定資産は、前連結会計年度末に比べて、45百万円減少（7.0％減）し、６億４百万円となりま

した。これは、主として投資その他の資産が28百万円、無形固定資産が13百万円減少したこと等に

よります。 

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて、１億35百万円増加（4.0％増）し、35億12百

万円となりました。 

（負債） 

流動負債は、前連結会計年度末に比べて、78百万円増加（5.7％増）し、14億52百万円となりま

した。これは、主として未払金が70百万円、買掛金が22百万円、未払法人税等が20百万円増加した

一方で、短期借入金が35百万円減少したこと等によります。 

固定負債は、前連結会計年度末に比べて、１億11百万円減少（15.6％減）し、６億２百万円とな

りました。これは、主として社債が57百万円、長期借入金が39百万円減少したこと等によります。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて、32百万円減少（1.6％減）し、20億54百万

円となりました。 

（純資産） 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて、１億68百万円増加（13.1％増）し、14億57百万円と

なりました。これは、主として四半期純利益を１億80百万円計上したこと等によります。 

以上の結果、自己資本比率は、前連結会計年度末に比べて3.3ポイント増加し、41.4％となりま

した。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物の期末残高は13億29百万円となり、前連結会

計年度末残高13億96百万円と比べて67百万円の減少となりました。当第２四半期連結累計期間における

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

  

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果得られた資金は、１億17百万円（前第２四半期

連結累計期間は１億74百万円の収入）となりました。これは、主として税金等調整前四半期純利益２

億28百万円、未払金の増加69百万円、減価償却費22百万円、仕入債務の増加22百万円があった一方

で、売上債権の増加２億13百万円を計上したこと等によります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果支出した資金は、９百万円（前第２四半期連結

累計期間は69百万円の支出）となりました。これは、主として事業譲受による支出11百万円を計上し

たこと等によります。 

（２）財政状態に関する説明
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(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果支出した資金は、１億74百万円（前第２四半期

連結累計期間は４億84百万円の収入）となりました。これは、主として長期借入金の返済による支出

66百万円、社債の償還による支出57百万円、短期借入金の減少額35百万円を計上したこと等によりま

す。 

  

通期の見通しにつきましては、消費税増税に伴う景気動向が不透明な事もあり、引き続き厳しい営業

活動を余儀なくされるものと予想しておりますが、第２四半期において、ＷｉｎｄｏｗｓＸＰのサポー

ト終了に伴う移行案件や店頭販売支援サービス部門における消費税増税を前にした駆け込み需要案件の

受注増加に伴い、連結業績予想を下記の通り上方修正致しました。当社としては、今後とも収益性を重

視した営業活動を行うとともに、下記サービスの強化に努めてまいります。 

・ＷｉｎｄｏｗｓＸＰのサポート終了に伴う移行案件への営業強化の継続 

・スマートフォン、タブレット端末、Ｗｉ－Ｆｉ等のデジタル機器の導入支援サービスの強化 

・海外企業の日本進出のためのグローバルＢＰＯ事業の強化 

・12万5,000人の登録エージェントのスキルアップを目的とした研修の強化と稼働率の向上 

また、前期同様、更なるコスト構造の改善を進め、収益基盤の改善に取り組んでまいります。 

  
平成26年10月期の連結業績予想（平成25年11月１日～平成26年10月31日） 

(％表示は、対前期増減率)   

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,200 4.8 270 18.7 270 18.0 200 21.8 38 42
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該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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３．四半期連結財務諸表 
 (1)四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成25年10月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成26年４月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,396,798 1,329,160

売掛金 1,172,365 1,385,930

その他 157,188 192,336

貸倒引当金 △224 △127

流動資産合計 2,726,129 2,907,299

固定資産   

有形固定資産 120,840 117,658

無形固定資産   

のれん 69,134 62,622

その他 58,525 51,792

無形固定資産合計 127,659 114,414

投資その他の資産   

長期貸付金 241,675 234,781

その他 472,079 443,478

貸倒引当金 △312,010 △305,441

投資その他の資産合計 401,743 372,818

固定資産合計 650,243 604,891

資産合計 3,376,373 3,512,190

負債の部   

流動負債   

買掛金 92,025 114,163

短期借入金 220,000 185,000

1年内償還予定の社債 114,000 114,000

1年内返済予定の長期借入金 113,127 86,629

未払金 571,692 641,996

未払法人税等 27,541 48,480

その他 234,926 261,973

流動負債合計 1,373,312 1,452,241

固定負債   

社債 365,000 308,000

長期借入金 206,000 166,028

その他 142,852 128,270

固定負債合計 713,852 602,298

負債合計 2,087,165 2,054,540
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(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成25年10月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成26年４月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,002,602 1,002,602

資本剰余金 108,359 108,359

利益剰余金 221,307 401,406

自己株式 △140,395 △140,395

株主資本合計 1,191,872 1,371,972

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 96,929 82,838

その他の包括利益累計額合計 96,929 82,838

新株予約権 405 2,838

純資産合計 1,289,208 1,457,650

負債純資産合計 3,376,373 3,512,190
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 (2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
  四半期連結損益計算書 
   第２四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年11月１日 
 至 平成25年４月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年11月１日 
 至 平成26年４月30日) 

売上高 4,701,578 4,726,243

売上原価 3,686,814 3,656,851

売上総利益 1,014,763 1,069,391

販売費及び一般管理費 807,157 841,781

営業利益 207,606 227,610

営業外収益   

受取利息 203 2,689

受取配当金 653 653

貸倒引当金戻入額 8,385 6,665

賃貸収入 1,894 －

その他 3,240 1,994

営業外収益合計 14,377 12,003

営業外費用   

支払利息 6,439 7,432

社債発行費 8,126 －

支払保証料 2,941 2,747

賃貸収入原価 1,722 －

その他 1,066 278

営業外費用合計 20,296 10,458

経常利益 201,687 229,154

特別利益   

投資有価証券売却益 8,000 －

その他 186 －

特別利益合計 8,186 －

特別損失   

固定資産除却損 10,739 200

特別損失合計 10,739 200

税金等調整前四半期純利益 199,134 228,954

法人税、住民税及び事業税 37,719 48,238

法人税等調整額 △14,429 615

法人税等合計 23,289 48,854

少数株主損益調整前四半期純利益 175,844 180,099

四半期純利益 175,844 180,099
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  四半期連結包括利益計算書 
   第２四半期連結累計期間 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年11月１日 
 至 平成25年４月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年11月１日 
 至 平成26年４月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 175,844 180,099

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 51,251 △14,090

その他の包括利益合計 51,251 △14,090

四半期包括利益 227,096 166,008

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 227,096 166,008

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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 (3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書 
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年11月１日 
 至 平成25年４月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年11月１日 
 至 平成26年４月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 199,134 228,954

減価償却費 14,486 22,709

のれん償却額 17,781 17,711

貸倒引当金の増減額（△は減少） △18,498 △6,665

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,410 8,988

退職給付引当金の増減額（△は減少） △102 △358

受取利息及び受取配当金 △857 △3,343

支払利息 6,439 7,432

売上債権の増減額（△は増加） △116,933 △213,564

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,366 5,574

仕入債務の増減額（△は減少） 33,014 22,137

営業保証金の増減額(△は増加) － △50,000

未払金の増減額（△は減少） △37,232 69,644

前受金の増減額（△は減少） 31,536 △38,847

その他 91,659 73,199

小計 219,472 143,573

利息及び配当金の受取額 879 3,346

利息の支払額 △6,173 △10,018

法人税等の還付額 5,445 11,760

法人税等の支払額 △45,301 △31,608

営業活動によるキャッシュ・フロー 174,322 117,054

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △9,513 △3,678

有形固定資産の売却による収入 4,353 －

無形固定資産の取得による支出 △44,221 △1,104

投資有価証券の売却による収入 8,000 －

事業譲受による支出 △15,500 △11,200

短期貸付けによる支出 － △5,000

短期貸付金の回収による収入 － 300

長期貸付けによる支出 － △1,470

長期貸付金の回収による収入 6,203 8,850

差入保証金の差入による支出 △19,364 △469

差入保証金の回収による収入 653 3,867

投資活動によるキャッシュ・フロー △69,389 △9,904
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年11月１日 
 至 平成25年４月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年11月１日 
 至 平成26年４月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 51,590 △35,000

長期借入れによる収入 279,980 －

長期借入金の返済による支出 △101,577 △66,470

社債の発行による収入 291,467 －

社債の償還による支出 △27,000 △57,000

リース債務の返済による支出 △10,009 △16,318

財務活動によるキャッシュ・フロー 484,450 △174,788

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 589,384 △67,638

現金及び現金同等物の期首残高 1,020,502 1,396,798

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,609,886 1,329,160
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該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

当社グループはＢＰＯ事業の単一セグメントであるため、セグメント情報については記載を省略 

しております。 

  

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）
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